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支援機器 Reciprocating gait orthosis(RGOs) 

分類(ISO9999) 12：移動機器 

試験相 第 1 相試験 

研究仮説（目的） 

の概要 

矢状面での股関節剛性の増加は、歩行時の荷重と股関節可動域を減少させ、酸素消費を最小化す

る 

研究デザイン 群間比較（同時対象）・ランダム化有り 

障害・疾患 健常者 

対象者・数 健常者 5 人 

主要アウトカム 股関節可動域 

副次アウトカム 1 床反力 

副次アウトカム 2 酸素消費量 

副次アウトカム 3 歩行速度 

副次アウトカム 4  

副次アウトカム 5  

統計学的検定 統計解析なし 

結果の概要 RGO（reciprocating gait orthosis）の股関節剛性を高めることで歩行速度が増加することが示唆

された 
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